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今
号
で
は
、
最
初
に
盆
栽
村
に
移
り
住
ん
で

き
た
人
び
と
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

盆
栽
村
の
九
霞
園
に
残
さ
れ
た
「
盆
栽
村
住

民
名
簿
」（
※
１
）
に
よ
っ
て
、
初
期
の
住
民
に

つ
い
て
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
資
料
に
は
、
大
正
14
年
（
１
９
２
５
）
か
ら

昭
和
3
年
（
１
９
２
８
）
ま
で
の
移
住
者
の
名

前
や
生
年
、
家
族
構
成
な
ど
に
加
え
、
家
屋
建

築
の
年
月
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
初
期
に

記
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
こ
の
資
料
を
お
も
に
参

照
し
、
大
正
14
年
・
15
年
の
移
住
者
の
状
況
に

つ
い
て
示
し
た
の
が
左
表
で
す
。

　

第
一
号
住
人
と
な
っ
た
の
は
、
移
転
事
業
を

け
ん
引
し
た
駒
込
の
盆
栽
園
・
清
水
利
太
郎
で

す
。
11
月
号
で
み
た
よ
う
に
清
大
園
の
土
地
の

賃
貸
借
契
約
は
大
正
14
年
7
月
に
締
結
さ
れ
て

い
る
た
め
、契
約
手
続
き
と
道
路
・
区
画
整
備
、

各
園
の
家
屋
の
建
築
が
同
時
進
行
で
進
ん
で
い

た
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。
各
園
の
建
物
は
、

利
太
郎
の
知
人
を
介
し
て
来
村
し
た
大
工
職
の

日
下
部
氏
が
一
挙
に
手
が
け
ま
し
た
。

　

盆
栽
園
は
、
東
京
市
本
郷
区
駒
込
（
現
文
京

区
）
や
こ
れ
に
隣
接
す
る
滝
野
川
町
（
現
北
区
）

か
ら
移
転
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
台
地
と
低
地
に
よ
る
変
化
に
富
ん
だ
地
形

を
持
つ
駒
込
、染
井
、巣
鴨
、滝
野
川
一
帯
に
は
、

江
戸
時
代
か
ら
多
く
の
植
木
屋
が
集
ま
っ
て
お

り
、
都
市
近
郊
の
遊
楽
地
と
し
て
の
役
割
も
果

た
し
て
い
ま
し
た
。
清
大
園
と
薫
風
園
は
、
明

治
期
前
半
に
は
駒
込
の
団
子
坂
で
流
行
し
た
菊

人
形
の
興
行
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
明
治

10
年
代
半
ば
か
ら
20
年
代
に
は
盆
栽
専
業
に
移

行
し
（
※
２
）、
業
界
の
組
織
化
や
専
門
雑
誌
の

創
刊
に
関
わ
る
な
ど
、
当
時
の
盆
栽
界
を
け
ん

引
す
る
存
在
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
万

年
青
や
水
蓮
、
皐
月
な
ど
の
園
芸
植
物
を
商
う

植
木
商
も
、
盆
栽
村
へ
の
移
転
を
契
機
に
盆
栽

専
業
に
移
行
し
た
と
み
ら
れ
ま
す
。「
盆
栽
村
」

の
名
称
は
、
大
正
13
年
の
資
料
（
※
３
）
に
は
す

で
に
登
場
し
て
お
り
、
入
村
す
る
人
々
は
、
当

時
流
行
し
て
い
た
「
盆
栽
」
に
未
来
を
託
し
て

移
転
し
て
き
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

翌
大
正
15
年
か
ら
は
、
盆
栽
愛
好
家
も
続
々

と
入
村
し
て
い
ま
す
。
経
済
的
に
豊
か
な
素
封

家
が
多
く
、
都
内
の
本
宅
と
は
別
に
盆
栽
村
に

別
荘
を
構
え
る
人
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
な

か
に
は
趣
味
が
高
じ
て
盆
栽
園
を
開
園
す
る
者

も
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
4
年
の
北
総
鉄

道
・
大
宮
公
園
駅
開
業
以
降
は
、
緑
豊
か
な
環

境
を
求
め
、
愛
好
家
以
外
の
人
々
も
村
に
居
を

求
め
ま
し
た
。
盆
栽
園
以
外
の
住
人
に
つ
い
て

は
、
ま
た
折
を
見
て
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

さ
て
、
移
転
し
て
き
た
盆
栽
園
の
出
自
を
考

え
る
と
、
開
村
当
時
の
盆
栽
村
が
目
指
し
て
い

た
姿
が
自
ず
と
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。
東

京
の
近
代
化
に
よ
る
市
街
地
の
拡
大
に
よ
り
、

緑
豊
か
な
郊
外
で
庭
や
圃
場
を
開
放
し
、
人
々

の
遊
興
に
供
す
る
江
戸
時
代
以
来
の
園
芸
業
者

の
伝
統
は
、維
持
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

関
東
大
震
災
を
契
機
と
し
、
原
野
の
広
が
る
大

宮
の
地
に
新
天
地
を
求
め
た
人
々
は
、
江
戸
に

お
け
る
植
木
文
化
の
伝
統
を
盆
栽
村
に
復
興
し

よ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
盆
栽
村
の
開
発
は
当
初
、
清
水
利
太

郎
が
結
成
し
た
「
大
日
本
盆
栽
奨
励
会
」
の
事

業
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

同
会
が
発
行
す
る
雑
誌
『
盆
栽
』
の
5
巻
4
号

（
大
正
14
年
）
に
は
、
同
誌
編
集
者
の
小
林
憲

雄
に
よ
る
「
盆
栽
村
に
つ
い
て
」
の
一
文
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
記
事
に
は
「
今
回
奨

励
会
に
於
て
経
営
す
る
盆
栽
村
は
其
規
模
頗
る

大
き
く
…
（
中
略
）
…
又
遊
楽
園
と
し
て
の
諸

設
備
を
整
へ
、
一
大
楽
園
と
す
る
の
で
あ
る
か

ら
都
人
士
一
日
の
行
楽
場
と
し
て
、
社
会
公
共

た
の
め
の
（
マ
マ
）
事
業
と
も
云
ひ
得
る
と
思

わ
れ
ま
す
」
と
記
さ
れ
、
日
帰
り
可
能
な
「
都

会
近
郊
遊
楽
地
」
と
し
て
の
盆
栽
村
の
役
割
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
む
人
だ
け
で
な
く
、

訪
れ
る
人
々
を
楽
し
ま
せ
る
都
会
の
オ
ア
シ
ス

を
目
指
す
計
画
が
、
移
転
事
業
の
根
幹
に
あ
っ

た
こ
と
が
こ
こ
に
も
示
さ
れ
、
明
治
末
期
に
は

東
京
近
郊
の
行
楽
地
と
し
て
名
の
知
ら
れ
て
い

た
氷
川
公
園
（
現
大
宮
公
園
）
に
隣
接
す
る
立

地
が
、
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ

ま
す
。（

大
宮
盆
栽
美
術
館　

主
査　

菅
原
千
華
）

【
大
宮
盆
栽
村
１
０
０
周
年
に
向
け
た
研
究
ノ
ー
ト
】　

③
盆
栽
村
の
人
々

建築年月 園名 移転前の業種 名前 旧住所・備考

１
９
２
５
年

3月 清大園 菊人形➡盆栽 清水利太郎 駒込千駄木町

5月 薫風園 菊人形
➡盆栽・山野草 蔵石篤夫 駒込坂下町

昭和9年に栃木県佐野に移転

6月 好石園 石・水石 米津梅次郎 愛知県名古屋市

7月 ― 建築請負 日下部金一郎 浅草
後に金古園を開園

8月 蔓青園 蘭・万年青 加藤留吉 駒込神明町

11月 古松園 皐月 石田新次郎 滝野川町字西ヶ原か？

12月 農園
（内海華園） 植木・水蓮 内海長太郎 駒込神明町

12月 ― 愛好家 新井四郎吉 神田錦町、製本業

１
９
２
６
年

7月 道三楽 愛好家 西村勝蔵 駒込神明町、証券業

7月 ― 愛好家 宮谷直方 昭和２年に半仙園を開園

8月 ― 愛好家 伏瀬谷源治
（伏屋源次郎）

神田旅籠町、旅客業
昭和2年に北洞荘を開園

9月 ― 愛好家 熊ヶ谷孝章

10月 ― 植木 中村五三郎 昭和2年に寛楽園を開園

12月 ― 愛好家 古澤源太郎 昭和2年に春草庵を開園

12月 ― 愛好家 中村豊吉

12月 ― 愛好家 薄田嘉吉

※移転前の業種や旧住所は、『盆栽』（大日本盆栽奨励会）掲載の広告欄、『盆栽大事典』（同朋舎）、東京
市の「地籍台帳」などによって確認した。

※
１�

こ
の
資
料
は
複
写（
コ
ピ
ー
）
で
、
原
本
は
現
存
し
て

い
な
い
。
原
題
は
無
い
が
、
林
進
一
郎「
第
５
章　
盆

栽
村
の
成
立
」『
さ
い
た
ま
市
史　
鉄
道
編
』
を
参
照

し
て
仮
題
を
付
け
た
。

※
２�

平
野
恵「
明
治
年
間
に
お
け
る
有
名
植
木
屋
の
系
譜　

後
編
」『
園
芸
世
界　
第
32
巻
第
5
号
』２
０
１
２
年

※
３�

大
正
13
年（
１
９
２
４
）
12
月
2
日「
大
宮
に
盆
栽
村

　
四
季
の
遊
び
場
所
」『
東
京
日
日
新
聞
』
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